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2026 年５月 18 日 

各 位 
Ｇ Ｍ Ｂ 株 式 会 社 

代 表 取 締 役 社 長  松 岡 祐 吉 

（コード番号：7214 東証スタンダード） 

問 合 せ 先  専 務 取 締 役  善 田 篤 志 

（ ℡  0 7 4 5 － 4 4 － 1 9 1 1 ） 

 
2026 年３月期通期連結業績予想数値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

 2025 年５月 15 日に公表いたしました 2026 年３月期通期連結業績予想数値と本日公表の実績値

に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

 

１． 2026 年３月期通期連結業績予想数値と実績値との差異 

（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 105,500 2,950 1,750 450 84.82 

実    績（Ｂ） 105,280 3,320 2,948 △1,035 △194.60 

増減額（Ｂ-Ａ） △219 370 1,198 △1,485 △279.42 

増減率（％） △0.2 12.6 68.5 - - 

（ご参考）前期実績

（2025 年３月期） 
103,712 1,943 1,767 592 111.66 

 

２． 差異が生じた理由 

売上高につきましては、概ね前回予想どおり推移しました。利益面につきましては、主に韓

国子会社における退職給付債務の数理計算上の影響による退職給付費用の減少 529 百万円の影

響等により、営業利益は前回予想を上回る結果となりました。さらに営業外収益において主に

外貨建て資産・負債の換算による為替差益を 559 百万円計上するなどして、経常利益も前回予

想を上回る結果となりました。しかしながら、子会社において固定資産の減損損失 1,947 百万

円を特別損失として計上したことなどにより、親会社株主に帰属する当期純利益は、前回予想

を下回る結果となりました。 

 

以 上 

 


